
ダンゴムシの行動
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考察

ストローのTT分岐迷路で実験した結果、最初Jの分岐点では左折、右折には差がなかったが、そ

の後の分岐点では交替性転向l反応、が見られた分岐を 6藍にしていたが、最後まで交互に行動した

個体が、データ全体で日.7%と高い怖を示した(表 1)，

実験の観察から、ダンゴムシは危険に遭遇した場合、

まず丸くなって身を守り、次に様子を見て逃げ出すc

なるべく早く逃げ出すためか、障害物がないときはl白:

線的に進みできるだけ速くに行こうとしているように

思えるc また、障害物があれば、それを触角で倖認し

ながら確に沿ってに進むc このことから、ダンゴムシ

のう~替性転向反応は触角を頼りに迷路の壁沿いに|白;進し、障害物に出会った場合は触角で探索し、

なるべく直進できる方向に進むと考えられる。 T字分岐では時を探りながら進んでいたダンゴムシ

は、壁が途切れると壁のあった側をさらに探りながら少し偏った進路をとる(転向角 図7)。

のため分[1直後は迷路の反対恨.IJの壁沿いに触れながら進むことになる(図8)。

|字分岐迷路では分岐点で右折、与折せずに直進する個体が多かったが、ダンゴムシが単く逃げ

だそうとしていると考えれば、触角で直進も可能の場合は直進するとうまく説明できる(表 2)。

6 今後の課題

触角で道を探る接触止性で行動するらしいことはわかったが、触角でどれほど、どこを触れてい

るかはわからないc また、その迷路の幅とダンゴムシの体幅との関連があるか、足の運びについて

も今後明らかにしたい。
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